
第25回関東ホルモンと癌研究会

2025年1月18日（土）

13:30-18:00

当番幹事：川端英孝
虎の門病院 乳腺内分泌外科

がん研究会有明病院  吉田富三記念講堂
りんかい線 国際展示場駅から徒歩４分 ゆりかもめ有明駅から徒歩２分

第25回関東ホルモンと癌研究会運営事務局
〒105-8470 東京都港区虎ノ門2-2-2 虎の門病院
電話：03-3588-1111  FAX：03-3582-7068
e-mail：h-kawabata@toranomon.gr.jp 

本研究会はホルモン依存性の癌の課題（主に乳腺、泌尿器、婦人科領域）について、これまで議論を
深めてまいりました。なお講演・一般演題も含め幅広いテーマでの議論を希望しており、直接ホルモ
ンに関与しない演題も可とさせていただいております。

詳細はHPをご確認ください
http://kanto-hc25.tokyo-breast-clinic.jp/

13:30-13:35 開会の辞
第25回当番幹事：川端英孝（虎の門病院乳腺内分泌外科部長）

13:35-14:10 共催セミナー1 中外製薬（株）
乳癌患者におけるゲノム診療の有用性
座長：大崎昭彦先⽣（埼玉医科大学国際医療センター乳腺腫瘍科教授）
演者：増⽥紘⼦先⽣（がん・感染症センター都立駒込病院 乳腺外科・臨床研究治験センター医長）

14:10-15:00 特別講演
乳がんの初期発⽣過程と体細胞モザイク
座長：井上聡先⽣（東京都健康長寿医療センター研究所システム加齢医学研究研究部長）
演者：小川誠司先⽣（京都大学腫瘍⽣物学講座教授）

15:15-16:15 一般演題（ポスター）
座長：高野利実先⽣（がん研有明病院乳腺内科部長）
座長：内海孝信先⽣（東邦大学医療センター佐倉病院泌尿器科准教授）
評価者：多⽥敬一郎先⽣（日本大学乳腺内分泌外科教授）
評価者：池⽥和博先⽣（埼玉医科大学ゲノム応用医学准教授）

16:30-17:15 共催セミナー２ ファイザー（株）
mCRPC 治療における新たな選択肢 ～PARP 阻害剤＋ARSI 併用療法～
座長：湯浅健先⽣（がん研有明病院泌尿器科化学療法担当部長）
演者 ：木村高弘先⽣（東京慈恵会医科大学泌尿器科教授）

17:25-17:40 研究奨励賞発表・授与式
第25回事務局：⽥村宜⼦（虎の門病院乳腺内分泌外科医長）

17:55-18:00 閉会の辞
第26回当番幹事 ：織⽥克利先⽣
（東京大学大学院医学系研究科医用⽣体⼯学講座統合ゲノム学分野教授）

開催テーマ＜ホルモンと癌の新しい関係を考える＞
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